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４
月
５
日
、
長
島
町
消
防
団
入

退
団
式
が
長
島
町
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
施
設
で
開
催
さ
れ
、
各
分

団
の
幹
部
や
団
員
、
来
賓
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
消
防
団
は
今
回
、
１
１

２
人
が
退
団
、
退
団
者
の
熱
い
思

い
を
受
け
継
い
だ
73
人
が
新
た
に

入
団
し
、
総
員
２
９
５
人
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長
か
ら

団
長
と
副
団
長
へ
、
団
長
か
ら
新

入
団
員
へ
辞
令
を
交
付
。
新
入
団

員
を
代
表
し
て
小
川
智
弘
団
員

（
指
江
分
団
）
が
「
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
し
ま
す
」
と
宣
誓

し
、
団
長
が
新
体
制
の
幹
部
を
任

命
し
ま
し
た
。

　

町
長
が
団
員
の
服
装
や
姿
勢
を

調
べ
、
見
る
観
閲
で
は
、
幹
部
と

と
も
に
新
入
団
員
も
整
列
し
、
慣

れ
な
い
動
作
や
号
令
に
戸
惑
い
な

が
ら
、
さ
っ
そ
く
消
防
団
の
規
律

を
実
践
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

長
年
勤
続
さ
れ
た
退
団
者
へ

は
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
や
鹿

児
島
県
消
防
協
会
総
裁
（
県
知

事
）
表
彰
な
ど
が
伝
達
さ
れ
、
川

添
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
畠
中
耕
造

元
副
団
長
は
「
新
入
団
員
は
早
く

一
人
前
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
在

団
中
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
糧
に
し
て
い
き
た
い
」

と
新
入
団
員
を
激
励
し
、
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式

一人ずつ名前を読み上げられ、整列する新入団員（辞令交付時）

↑団長から辞令を受け取る新入団員
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